
ヴィーナスレコードは1992年10月に原哲夫プロデューサーによって設立され

たジャズ専門レーベルである。原哲夫氏はそれまでRCAレコードやアルファ

レコードでプロデューサーとして活躍してきたが，自らのレーベル設立という

かねてからの夢を実現させるべく、ジャズ・ミュージシャンの中で一番心酔し

ていたというファラオ・サンダースの新作『愛のクレッセント』を第１弾とし

て制作し、レーベルをスタートさせた。

その後ヴィーナスレコードはエディ・ヒギンズ、スティーブ・キューン、デ

ニー・ザイトリン、リッチー・バイラーク、スタンリー・カウエル、ローラン

ド・ハナ、ハロルド・メイバーン、ビル・チャーラップなど新旧ピアニストた

ちのトリオ・アルバムや、バルネ・ウイラン、アーチー・シェップ、フィル・

ウッズ、エンリコ・ラバといったホーン・プレイヤーたちの新作を続々と制作

し、アーチストの創造性をうまく引き出したそれらの作品は、発売のたびにフ

ァンの心を捉えてレーベルとしての認知度を高めていった。その一連のピア

ノ・トリオ・シリーズは今日のピアノ・トリオ・ブームの立役者としての役割

を果たしたし、またシェップの『フレンチ・バラッズ』ではジャズ・ディスク

大賞＜銀賞＞を獲得するなど、いまやヴィーナスレコードはジャズ界における

人気ブランドとしての地位を確立するに至っている。

ヴィーナスレコードの作品がこれほどまでに支持されるのは、原プロデュー

サーが自らが聴きたいと思って制作するジャズが日本のジャズ・ファンの嗜好

とマッチしたためであり、双方に共通する心情があるからだろう。一方、ヴィ

ーナスのもうひとつの人気の要因として、ハイパー・マグナム・サウンドとそ

のアートワークの秀逸さが挙げられる。とくに独自の録音方式によるパワフル

なサウンドは、ある面で名匠ルディ・ヴァン・ゲルダーのブルーノート・サウ

ンドに通じるものがあるといえよう。

このヴィーナスレコードの100枚を超えるカタログ（2002年8月現在）から、

ピアノ・トリオによる極めつけの名曲名演をセレクトしたのが本アルバムで、

セレクションはスイングジャーナル誌2002年9月号の特別企画「クリティック

が選ぶヴィーナス名曲名演 Best10」を反映させたものになっている。参考ま

でにピアノ・トリオ編の投票結果の15位までを下記に紹介しよう（『』は収録

アルバム、同順位は同点）。

第1位　音楽がある限り／デニー・ザイトリン『音楽がある限り』

第2位　アゲイン／エディ・ヒギンズ『アゲイン』

第3位　ナーディス／リッチー・バイラーク『恋とは何でしょう』

第4位　君なしでは／スティーブ・キューン『キエレメ・ムーチョ』

第5位　タイム・アフター・タイム／ビル・チャーラップ『ス・ワンダフル』

第6位　オーレ・テキサス／スタンリー・カウエル『恋のダンサー』

第7位　リカード・ボサノバ／ハロルド・メイバーン『キス・オブ・ファイヤ

ー』

第8位　夜のブルース／ニューヨーク・トリオ『夜のブルース』

第9位　危険な関係のブルース／スティーブ・キューン『忍びよる恋』

第10位　アフタヌーン・イン・パリ／サー・ローランド・ハナ『ミラノ、パリ、

ニューヨーク』

第11位　ストールン・モーメンツ～イスラエル／エディ・ヒギンズ『魅せられ

し心』

第12位　ドナ・リー／ジャッキー・テラソン『ラバー・マン』

第12位　マイ・シャイニング・アワー／ビル・チャーラップ『ス・ワンダフル』

第14位　ラウンド・ミッドナイト／バリー・ハリス『思い出のパリ』

第15位　ハーレム・ブルース／吉岡秀晃『モーメント・トゥ・モーメント』

本ＣＤでは収録時間の許す限りこの投票の上位11曲を収録している。これら

のエッセンシャルな名曲名演でヴィーナスレコードのピアノ・トリオ・サウン

ドに共感した方は、ぜひ各々の収録アルバムそのものを、さらにはそのアーチ

ストの他の名盤へと次のステップを踏み出していただければと思う。

なお、このベスト盤のジャケットはエディ・ヒギンズの『アゲイン』をもと

に制作されているが、これもクリティックによるピアノ・トリオ・ジャケット

人気投票の結果（参考意見としてアンケート、誌上では未発表）を反映させて

いる。また、本アルバムの姉妹編として同様の趣旨で制作された「ホーン編

（TKCV-35310）」も発売されるので、併せてお聴きいただければ幸いである。

スイングジャーナル編集長　淡谷孝次

AS LONG AS THERE'S MUSIC /

DENNY ZEITLIN

音楽がある限り／デニー・ザイトリン

デニー・ザイトリンは、ジャズ・ピアニストと精神科医という二足のわらじ

を履く変わり種ながら、彼の音楽はつねに高い評価を受けている。ヴィーナス

録音のアルバム『音楽がある限り』も好評を博した。タイトル曲は、ミュージ

カル映画『芸人ホテル』(Step Lively)のためにジュール・スタインが作曲した

スタンダード・ソング。ザイトリンは世界クラスの一流ジャズ・ミュージシャ

ンによるトリオで、軽快な演奏を聴かせている。

AGAIN / EDDIE HIGGINS

アゲイン／エディ・ヒギンズ

ベテラン・ピアニスト、エディ・ヒギンズのヴィーナス作品は、ジャズ界で

は異例といえるほどのヒットを次々に記録している。本国アメリカよりも日本

のほうが人気の高いジャズ・ミュージシャンは少なくない。エディ・ヒギンズ

の素晴らしさを評価したのも、日本人だったわけだ。この曲はヴィーナス第2

弾『アゲイン』に収録されたタイトル曲で、映画『ロード・ハウス』から生ま

れたライオネル・ニューマン作曲のスタンダード・ソング。ヒギンズのエレガ

ントなピアノ演奏は、趣味のよさを感じさせる。

NARDIS / RICHIE BEIRACH

ナーディス／リッチー・バイラーク

リッチー・バイラークは、革新的な創造力と叙情性豊かな表現力を併せ持っ

たジャズ・ピアノの第一人者。スタンダード・ナンバーの演奏における彼の斬

新な解釈は、もっと評価されていいと思える。この曲はアルバム『恋とは何で

しょう』に収録されたマイルス・デイビス作曲のジャズ・スタンダード。バイ

ラークが敬愛するビル・エバンスが、得意レパートリーにした。バイラークの

解釈と演奏は、ここでも独創的だ。

TRES PALABRAS （WITHOUT YOU）/

STEVE KUHN

君なしでは／スティーブ・キューン

スティーブ・キューンは、耽美的な演奏で独自のピアノ世界を切り開いた。

1960～70年代はオリジナル曲中心、80年代に入るとスタンダード・ナンバーも

よくとりあげるようになった。ヴィーナスにもスタンダード集を録音している。

これはキューバ音楽のスタンダード・ナンバーをとりあげたアルバム『キエレ

メ・ムーチョ』の収録曲。「キサス・キサス・キサス」の作者でもあるオスバ

ルド・ファレスの代表曲だ。

TIME AFTER TIME / BILL CHARLAP

タイム・アフター・タイム／ビル・チャーラップ

フィル・ウッズ・クインテットのピアニストとしてフィルのヴィーナス作品

にも参加していたビル・チャーラップは、ヴィーナスのリーダー・アルバム

『ス・ワンダフル』の頃から、日本でも人気が高まり始めた。その作品に収録

されたジュール・スタイン作曲の名曲。スタンダード・ソングに造詣の深いチ

ャーラップのピアノ演奏は、解釈においても豊富なアイデアをみせる。ここで

も曲を自分のものにしている

OLE TEXAS / STANLEY COWELL

オーレ・テキサス／スタンリー・カウエル

1970年代に共同設立したストラタ・イースト・レーベルにおける活躍をはじ

め、ジャズの良心ともいうべき存在のピアニストが、スタンリー・カウエルだ。

80年代に入ってからは、マイペースの活動をくり広げている。これはリズミッ

クでダンサブルな楽曲を主にとりあげたアルバム『恋のダンサー』の収録曲。

アメリカのトラディショナル・ソングだ。誰でも一度は耳にしたことがあるだ

ろう。

RECARDO BOSSA NOVA /

HAROLD MABERN

リカード・ボサノバ／ハロルド・メイバーン

ハードバップの数々の名盤で活躍した名人、ハロルド・メイバーン。ベテラ

ンになった今も、ハードバップの香ばしさがただよう味わい深い演奏を聴かせ

ている。この曲はブラジル発のボサノバ・ナンバーで、ハンク・モブレーの名

盤『ディッピン』の演奏でジャズ・リスナーの間では有名になった。そのアル

バムにはメイバーンも参加していた。想い出のナンバーの再演といったところ

だ。ここではラテン・ナンバーらしい編曲と演奏を聴かせている。

BLUES IN THE NIGHT / BILL CHARLAP

夜のブルース／ニューヨーク・トリオ（ビル・チャーラップ）

ヴィーナスのアルバム『ス・ワンダフル』が大好評を博したピアニスト、ビ

ル・チャーラップをはじめ、ジェイ・レオンハート(ベース)、ビル・スチュワ

ート(ドラム)からなる“ニューヨーク・トリオ”。彼らのヴィーナス第1弾『夜

のブルース』に収録されたスタンダード・ナンバーだ。ハロルド・アーレンが

作曲した同名映画の主題歌。ダイナ・ショアのバージョンが大ヒットした。ト

リオが一体となったブルージーな演奏が聴ける。

NO PROBLEM / STEVE KUHN

危険な関係のブルース／スティーブ・キューン

ベテランになった今も旺盛な創作活動を行なっているスティーブ・キューン

のアルバム『忍びよる恋』の冒頭に収録されたジャズ・スタンダード曲。ジャ

ズ・ピアニストのデューク・ジョーダンが、フランス映画『危険な関係』のた

めに作曲した。

ジョーダンは作曲にも優れた才能を発揮した。この曲が最も有名だ。キューン

はピアノ・トリオ編成でスリリングな演奏を展開している。乗りに乗ったピア

ノ演奏とは、まさにこのことだ。

AFTERNOON IN PARIS /

SIR ROLAND HANNA

アフタヌーン・イン・パリ／ローランド・ハナ

“サー(Sir)・ ローランド・ハナ”として敬愛されているベテラン・ピアニ

ストのアルバム『ミラノ、パリ、ニューヨーク』に収録されたジャズ・スタン

ダード。モダン・ジャズ・カルテットで活躍したピアニスト／作曲家、ジョ

ン・ルイスへ捧げたアルバムで、この曲はルイスの代表曲だ。パリの印象が綴

られている。ハナのピアノからも華やいだフィーリングが伝わってくる。

STOLEN MOMENTS～ISRAEL /

EDDIE HIGGINS

ストールン・モーメント～イスラエル／エディ・ヒギンズ

ヴィーナスの一連の作品が大人気を博しているエディ・ヒギンズの、記念す

べきヴィーナス第1弾『魅せられし心』収録曲。オリバー・ネルソンの「スト

ールン・モーメンツ」、ジョン・キャリシの「イスラエル」という有名なジャ

ズ・スタンダードをメドレーで演奏している。ピアノ・タッチの美しさ、メロ

ディアスで優雅なアドリブなど、エディ・ヒギンズの演奏は、ジャズ・ピアノ

の素晴らしさを満喫させてくれる。

(高井信成)
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Very Bestベリー・ベスト

Venus Records Piano Trio Best Performances

ヴィーナスレコード・ピアノ・トリオ・ベスト・パフォーマンス

1.『音楽がある限り』デニー・ザイトリン・トリオ
As Long As There's Music《 J. Styne 》( 5 : 11 )

2.『アゲイン』エディ・ヒギンズ・トリオ
Again《 L. Newman 》( 3 : 15 )

3.『ナーディス』リッチー・バイラーク・トリオ
Nardis《M. Davis 》( 7 : 20 )

4.『君なしでは』スティーブ・キューン・トリオ
Tres Palabras (Without You)《O. Farres 》( 9 : 45 )

5.『タイム・アフター・タイム』ビル・チャーラップ・トリオ
Time After Time《 J. Styne 》( 6 : 33 )

6.『オーレ・テキサス』スタンリー・カウエル・トリオ
Ole Texas《 American Folk Song / Trad 》( 5 : 21 )

7.『リカード・ボサノバ』ハロルド・メイバーン・トリオ
Recado Bossa Nova《D. Ferreira 》( 5 : 38 )

8.『夜のブルース』ニューヨーク・トリオ
Blues In The Night《H. Arlen 》( 8 : 20 )

9.『危険な関係のブルース』スティーブ・キューン・トリオ
No Problem《D. Jordan 》( 7 : 29 )

10.『アフタヌーン・イン・パリ』サー・ローランド・ハナ・トリオ
Afternoon In Paris《 J. Lewis  》( 6 : 58 )

11.『ストールン・モーメンツ／イスラエル』エディ・ヒギンズ・トリオ
Stolen Moments / Israel《O. Nelson / J. Carisi 》( 7 . 23 ) 


